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研究要旨 
目的：本研究では後期高齢者の口腔の問題に対する保健事業の実施方法や評価手法の

確立と効果の検証を目的に次の３つの研究を実施した。研究①：国保データベース

（KDB）を用いた口腔に関する健康課題の分析と保健事業と介護予防の一体的実施の効

果検証。研究②：後期高齢者歯科健診（保健事業）における口腔の問題把握と医療

費、栄養指標との関連の検討、研究③：保健事業と介護予防の一体的実施に関する事

業における健康課題の検証。 
方法：研究①：令和2～4年度の愛知県の後期高齢者のKDB情報ならびに保健事業実

績評価スコアからなる後期高齢者データベース（JIHPOP：Japanese Integrated Health 
Program for older people）を加工分析し、後期高齢者の質問票や対象者抽出条件と要介護

状態、医療費の状況、保健事業の実施状況と健康課題の変化を検証した。研究②：後

期高齢者歯科健診に参加した地域在住高齢者の健診データとKDBを突合し、口腔の状態

と医療費、栄養指標との関連を検討した。研究③：口腔に関する保健事業と介護予防

の一体的実施に関する事業に参加した地域在住高齢者から採取した唾液の細菌叢解析を

行い、口腔の状態との関連を検討した。 
結果：研究①：保健事業と介護予防の一体的実施に関する口腔の支援対象者は14.5％

であった。口腔の支援対象者は医療費：入院、入院＋外来、入院＋外来＋歯科、入院＋

外来＋歯科＋調剤がそれぞれ有意に高かった。また、口腔の支援対象者は要介護の新規

認定は有意に少なく、要介護度の悪化に差は認められなかった。口腔のハイリスクアプ

ローチを積極的に行っている市町村は歯科受診者が増加し、「むせ」や「硬いものが食

べにくい」といった口腔機能の低下が改善している者の割合が増加した。 
研究②：口腔機能が低下している者は年間外来医療費が高額であることと関連して

いた（OR = 1.244, 95％CI: 1.078 - 1.435）、また、口腔機能が低下している者は食品摂取

の多様性が悪化すること（0.95，0.92–0.98）、食欲が低下すること（0.88，0.84–0.93）
と有意に関連していることが明らかになった。これらのことから、フレイルサイクルに

口腔の問題が与える影響のメカニズムの根拠を得ることができた。研究③：口腔機能

の低下と口腔内細菌叢の悪化との関連が認められた（4.19，1.52–11.8）、口腔機能の問

題が口腔内細菌叢の悪化を通して全身に与える根拠を得ることができた。 
結論：保健事業と介護予防の一体的実施に関する口腔の支援対象者の該当率は14.5％
で、口腔の支援対象者は外来、入院医療費がそれぞれ高額であることと有意な関連が認

められた。これにより口腔の支援対象者の妥当性を提示できた。しかし、要介護の新規

認定や要介護度の悪化との関連は認めなかった。口腔の支援を積極的に行っている市町

村では、歯科受診者が増加し、「むせ」や「硬いものが食べにくい」といった口腔機能

の低下が改善している者の割合が増加していたことから、口腔の支援対象者に関して、

保健事業と介護予防の一体的実施の効果が推察された。 
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Ａ. 研究目的 
【研究①】国保データベース（KDB）を用

いた口腔に関する健康課題の分析と保健

事業と介護予防の一体的実施の効果検証 
保健事業と介護予防の一体的実施におけ

る口腔に関する支援対象者について、そ

の割合及び特性を把握し、低栄養、身体

的フレイルのリスク、医療費、新規要介

護認定、要介護度の変化について調べ、

一体的実施の効果を検証することを目的

とした。 
【研究②】後期高齢者歯科健診（保健事

業）における口腔の問題把握と医療費、

栄養指標との関連の検討 
後期高齢者歯科健診のデータとKDBを突

合し、口腔の問題と医療費、栄養指標、

フレイルとの関連を検討することを目的

とした。 
【研究③】保健事業と介護予防の一体的

実施に関する事業における健康課題の検

証 
口腔に関する保健事業と介護予防の一体

的実施に関する事業参加者の口腔の問題

と、口腔細菌叢および全身の状態との関

連を検討し、口腔の問題が健康課題に及

ぼす影響を検討することを目的とした。 
 
Ｂ． 研究方法 
【研究①】愛知県のJIHPOPデータを用い

て保健事業と介護予防の一体的実施にお 

ける口腔に関する支援対象者の実態を把握

し、口腔に関する支援対象者、非支援 
対象者を従属変数として、年齢、性別、

Charlson Comorbidity Index、喫煙状況、認

知機能低下、ソーシャルサポート、低栄 
養、身体的フレイルリスクを独立変数と 
して、多変量修正ポアソン回帰分析を行っ

た。また、医療費、新規要介護認定、要

介護度の悪化との関連を検討し、市町村

の口腔に関する事業の実施状況との関連

を検討した。 
本研究はヘルシンキ宣言に則り、北海道

大学病院生命・医学系研究倫理審査委員

会の審査、承認後に実施された【指024-

0017】 
【研究②】2016年４月から2019年3月まで

の４年間に鳥取県の後期高齢者歯科健診

を受診した2,190名を分析対象とした。歯

科健診の結果およびKDBを保険者から、

匿名化した状態で提供を受けた。１年間の

医科および歯科の外来医療費、受診日 
数、チャールソン併存疾患指数を算出し、

口腔の状態と１年間の医科および歯科 
の外来医療費との関連を一般化線形モデ 
ル分析で検討した。 
2016年から2020年の5年間に鳥取県の後期

高齢者歯科健診を受診した2,727名を分析

対象者とした。簡易フレイル指数、食欲

質問票、食品摂取の多様性スコアと実測

調査（身体計測、口腔機能評価等）を実

施した。口腔機能の問題を従属変数とし、

栄養関連指標およびフレイルとの関連を

多変量解析、パス解析にて検討した。 
本研究はヘルシンキ宣言に則り、北海道

大学大学院歯学研究院臨床・疫学研究倫

理審査委員会の審査、承認後に実施され

た【2020第6号】 
【研究③】保健事業と介護予防の一体的

実施に関する事業に参加した208名に対し

て口腔機能評価を含む歯科検診を実施す

るとともに、刺激時唾液を採取し口腔細

菌叢の菌種の同定を行った。プレボテラ

属の口腔細菌叢に占める割合に関して3群
に分類し、これを従属変数として口腔の

問題および健康課題との関連を順序ロジ

スティック回帰分析で検討した。 
本研究はヘルシンキ宣言に則り、北海道

大学大学院歯学研究院臨床・疫学研究倫

理審査委員会の審査、承認後に実施され

た【2020第9号】 
 

C．研究結果 
【研究①】令和２年度の愛知県在住後期

高齢者は1,039,830人、後期高齢者の質問

票の回答がある者（対象者）は310,721人
（平均年齢81.4歳、女性割合56.4%）、口

腔に関する支援対象者は45,416人（対象

者の14.6%）であった。多変量修正ポアソ

ン回帰分析の結果、口腔に関する支援対

象者は、非支援対象者と比較して、低栄

養（調整済リスク比[95％信頼区間]=1.41 
[1.33-1.50]）、身体的フレイルのリスクあ

り（1.39 [1.37-1.42]）の頻度が有意に高かっ

た。また、口腔の支援対象者は医療費 
（入院、入院＋外来、入院＋外来＋歯科、

入院＋外来＋歯科＋調剤）が有意に高 
かったが、口腔の非支援対象者と比較し
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て要介護の新規認定は少なく、要介護度

の悪化に差は認められなかった。 
口腔に関する事業実施状況に着目した検

討では、ハイリスクアプローチを積極的

に行っている市町村では、歯科受診者が

増加し、「むせ」や「硬いものが食べに

くい」といった口腔機能の低下が改善し

ている者の割合が増加していた。 
【研究②】口腔の状態と１年間の医科およ

び歯科の外来医療費に関する分析では、 
口腔機能が低下している者は年間外来 
医療費が高額であることと関連していた

(OR = 1.244, 95％CI: 1.078 - 1.435）。 
口腔機能の問題と栄養関連指標およびフ

レイルとの関連については、口腔機能が

低下している者は食品摂取の多様性が悪

化すること（0.95，0.92–0.98）、食欲が

低下すること（0.88，0.84–0.93）と有意

に関連していることが明らかになった。

これらのことから、フレイルサイクルに

口腔の問題が与える影響のメカニズム 
（図１）の根拠を得ることができた。 

 
 
【研究③】保健事業と介護予防の一体 
的実施に関する事業参加者において、 
口腔細菌叢中のプレボテラ属の割合 

の増加（口腔細菌叢の悪化）は現在 

歯数(OR:0.946,95%CI:0.915-0.977)、咀 

嚼能力(OR:0.897,95%CI:0.844-0.953)、 

口腔機能の低下(OR:4.194,95%CI:1.519-

11.576)とそれぞれ有意な関連が認められ

た。 
 

D．考察 

【研究①】口腔に関する支援対象者は低

栄養、身体的フレイルのリスクを有する

頻度が高く、口腔以外でもハイリスクな

高齢者が含まれている可能性が高いこと

が明らかとなった。また、口腔に関する

支援対象者は外来の医科、歯科医療費は

低額で、入院医療費は高額であった。 
「口腔に症状があっても歯科外来を受診し

ない・できない」対象者は、同様に医科 
の外来受診もできておらず、入院リスク 
が高い状態にある可能性が示唆された。 

【研究②】口腔機能が低下している者は

低下してない者よりも1年間の外来医療費

が高額であることが明らかになった。こ

のことから口腔機能の低下は口腔以外の

心身機能の低下にも関係していると思わ

れた。今後、口腔機能の低下が心身機能

に与えるメカニズムについて、さらに検

討していく必要がある。また、健康寿命

の延伸に向けて一体的実施の取り組みを

一層強化し、後期高齢者への口腔機能低

下への対応をさらに推進していく必要が

ある。また、後期高齢者

において、口腔機能の問

題と食欲、食品摂取の多

様性の間に有意な関連が

あることが示された。ま

た、口腔機能の問題と食

欲、食品摂取の多様性に

おける関係性が悪循環と

なり、フレイルサイクル

を加速させる可能性が示

唆された。 

【研究③】地域在住の高

齢者において、口腔機能

の低下がプレボテラ属に

関する口腔細菌叢の悪化と関連している

ことが示唆された。本研究結果は、口腔

の支援対象者へのアプローチが、高齢者の

口腔内細菌叢の悪化の早期発見と予防、 

さらには口腔機能の低下対策を含め、全

身の健康の維持改善に貢献する可能性を

示唆するものと思われた。 

 

Ｅ．結論 

愛知県のJIHPOPデータを用いた研究、鳥 

取県の後期高齢者歯科健診とKDBの突合 

データを用いた研究ともに、保健事業と介

護予防の一体的実施に関する口腔の支援 

対象者（口腔機能の低下者）は、医療費 
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の増加、低栄養、身体的フレイルと有意 

な関連があることを示した。また、口腔 

機能の低下と食欲低下、食品摂取の多様 

性悪化における関係性が悪循環となり、 

フレイルサイクルを加速させる可能性が 

示唆された。さらに口腔機能の低下は口 

腔内細菌叢の悪化を介して全身の健康 

に悪影響する可能性も示唆された。 

以上の結果から、口腔の支援対象者は、

「口腔に症状があっても歯科外来を受診

しない・できない」者であり、同様に医

科の外来受診もできておらず、入院リス

クが高い状態にある可能性が示唆された

ことから、保健事業と介護予防の一体的

実施の中で、多職種による健康状態の把

握やアウトリーチ支援の活用が期待され

る。実際、口腔に関する事業実施状況に

着目した検討では、口腔のハイリスクア

プローチを積極的に行っている市町村で

は、歯科受診者が増加し、口腔機能の低

下が改善している者の割合が増加してい

たことから、口腔に関する一体的実施の

効果が推察された。 
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